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タンザニア視察 一
筆
の
ほ
場
が
狭
い

機
械
化
の
導
入
条
件
は
様
々

レキタツ灌漑地区チェアマン

一筆10ｍ×10ｍのほ場

未稼働の精米プラント（ムサ・ムインジャンガ灌漑地区）

もみ殻を使って焼きレンガを作っていた

８
月
１
日
か
ら
５
日
に
か

け
て
、
サ
ブ
サ
ハ
ラ
・
ア
フ

リ
カ
地
域
有
数
の
コ
メ
生
産

案
内
で
有
識
者
と
共
に
視
察

し
た
。
概
要
は
８
月
23
日
号

で
紹
介
し
て
い
る
が
、
改
め

て
現
地
で
見
聞
き
し
た
こ
と

を
振
り
返
っ
て
み
る
。

私
自
身
ア
フ
リ
カ
は
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
も
含
め
て
２
度

目
。
砂
漠
や
荒
野
が
広
が
る

大
地
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
た
が
、
タ
ン
ザ
ニ

ア
の
、
特
に
農
村
部
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
東
南
ア
ジ
ア

の
よ
う
な
印
象
で
、
人
も
多

く
小
売
店
が
並
び
活
気
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
溢
れ
て
い

た
。
道
路
を
走
る
車
は
お
そ

ら
く
中
古
だ
ろ
う
が
日
本
車

が
大
半
。
交
通
量
の
増
加
で

ス
ピ
ー
ド
違
反
の
取
り
締
ま

り
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
と

聞
い
た
の
に
地
方
都
市
で
は

大
人
が
５
人
乗
っ
た
バ
イ
ク

が
追
い
抜
い
て
い
く
の
を
見

て
い
る
と
（
違
反
だ
と
思
う

き
そ
う
な
余
地
が
多
分
に
見

え
る
が
、
灌
漑
地
区
で
見
た

コ
メ
ど
こ
ろ
地
域
の
よ
う
な

景
色
を
見
る
と
、
改
め
て
日

本
の
支
援
や
協
力
の
成
果
や

同
国
農
業
の
可
能
性
を
感
じ

て
き
た
。
滞
在
中
に
体
験
し

た
こ
と
は
ほ
ん
の
一
部
分
で

あ
る
が
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
つ

い
て
興
味
を
抱
い
て
も
ら
え

れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

今
回
は
初
日
に
訪
問
し
た

ア
ル
ー
シ
ャ
州
の
レ
キ
タ
ツ

灌
漑
地
区
と
キ
リ
マ
ン
ジ
ャ

ロ
州
の
ム
サ
・
ム
イ
ン
ジ
ャ

ン
ガ
灌
漑
地
区
に
つ
い
て
。

共
に
世
界
銀
行
の
日
本
開
発

政
策
・
人
材
育
成
基
金
（
Ｐ

Ｈ
Ｒ
Ｄ
）
に
よ
り
２
０
１
２

年
よ
り
農
業
機
械
が
無
償
供

与
さ
れ
た
組
合
だ
。
特
に
レ

キ
タ
ツ
灌
漑
地
区
で
は
チ
ェ

ア
マ
ン
の
ア
ブ
デ
ィ
ラ
ヒ
・

フ
ァ
ウ
メ
氏
と
協
議
後
、
組

合
の
倉
庫
や
精
米
プ
ラ
ン
ト

や
農
業
機
械
を
見
た
後
に
ほ

場
を
見
学
。
機
械
の
使
用
状

況
や
乾
燥
工
程
な
ど
を
見
た

中
で
、
今
回
は
ほ
場
面
積
に

つ
い
て
話
を
広
げ
て
み
た
い
。

同
地
は
山
間
地
に
位
置
し

て
お
り
、
緩
や
か
な
棚
田
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
均
平

を
と
る
の
が
難
し
い
た
め
一

枚
の
田
が
非
常
に
狭
く
、
見

学
し
た
ほ
場
の
一
筆
は
10
ｍ

×
10
ｍ
ほ
ど
。
ト
ラ
ク
タ
を

使
っ
た
作
業
が
難
し
く
、
所

有
し
て
い
る
コ
ン
バ
イ
ン
も

多
く
の
ほ
場
で
使
用
で
き
な

い
状
態
だ
と
い
う
。
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
総
稲
作
面
積
に
占
め

る
灌
漑
面
積
は
９
％
、
伝
統

的
な
農
法
を
行
っ
て
い
る
天

水
低
湿
地
が
71
％
（
共
に
２

０
１
８
年
同
国
農
業
省
デ
ー

タ
）
を
考
え
る
と
、
こ
う
し

た
ほ
場
が
大
部
分
を
占
め
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
、
ど
の

よ
う
な
機
械
が
有
効
か
見

極
め
た
上
で
の
提
供
が
重

要
と
思
う
。
実
際
に
そ
う

し
た
ほ
場
の
横
で
日
本
ブ

ラ
ン
ド
の
耕
う
ん
機
を
使

っ
て
大
区
画
化
し
て
い
た

箇
所
は
参
考
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。
こ
う
し
た
場

所
で
試
し
た
い
企
業
は
是

非
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｔ
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
を
。

移
動
中
に
も
み
殻
を
レ

ン
ガ
の
上
や
間
に
敷
き
つ

め
て
火
を
つ
け
、
そ
の
熱

で
焼
き
レ
ン
ガ
を
作
っ
て

い
る
作
業
場
に
立
ち
寄
っ

た
。
日
本
同
様
、
コ
メ
の

生
産
量
拡
大
と
共
に
も
み

殻
処
理
は
問
題
と
な
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
需
要
が

高
ま
っ
て
い
る
焼
き
レ
ン

ガ
作
り
の
燃
料
に
活
か
さ

れ
て
い
た
の
を
興
味
深
く

見
た
。
こ
れ
か
ら
火
を
つ

け
る
レ
ン
ガ
の
山
が
あ
ち

こ
ち
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。

（
佐
藤
記
者
）

国
・
タ
ン
ザ

ニ
ア
の
灌
漑

ほ
場
施
設
な

ど
を
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
チ
ー
ム
の

が
…
）、
日

本
も
こ
う
し

た
ア
バ
ウ
ト

な
時
期
を
経

て
発
展
を
遂

げ
て
き
た
の

か
と
想
像
し

な
が
ら
各
地

を
巡
っ
た
。

主
題
で
あ

る
農
業
も
同

様
で
、
ま
だ

ま
だ
改
善
で

芝
出
荷
額
は
64
億
円

２
年
産
花
木

等
生
産
状
況

花
木
類
１
％
増
147
億
円

芝の出荷額は増加した

農
水
省
は
こ
の
ほ
ど
令
和

２
年
産
花
木
等
生
産
状
況
調

査
結
果
を
公
表
し
た
。

花
木
類
は
作
付
面
積
が
対

前
年
産
比
３
１
８
ha
（
11
％
）

減
の
２
４
５
９
ha
、
出
荷
量

は
同
９
８
０
万

本
（
18
％
）
減

の
４
４
５
６
万

本
、
出
荷
額
は

同
１
億
円
（
１

％
）
増
の
１
４

７
億
円
と
な
っ

た
。品

目
別
で
み

る
と
、
ツ
ツ
ジ

は
作
付
面
積
１

５
９
ha
、
出
荷

量
３
９

４
万

本
、
出
荷
額
10

億
６
７
８
８
万
円
。
サ
ツ
キ

は
作
付
面
積
１
６
０
ha
、
出

荷
量
３
８
２
万
本
、
出
荷
額

10
億
２
０
８
１
万
円
。
ヒ
バ

類
は
作
付
面
積
１
７
８
ha
、

出
荷
量
３
３
９
万
本
、
出
荷

額
16
億
７
８
７
４
万
円
。
ツ

ゲ
類
は
作
付
面
積
１
０
２

ha
、
出
荷
量
２
１
７
万
本
、

出
荷
額
７
億
１
３
９
２
万
円
。

一
方
、
芝
は
作
付
面
積
が

前
年
並
み
の
４
５
４
２
ha
、

出
荷
量
は
同
83
ha
（
３
％
）

増
の
３
３
４
６
ha
、
出
荷
額

は
同
５
億
円
（
８
％
）
増
の

64
億
円
と
な
っ
た
。
都
道
府

県
別
で
は
作
付
面
積
は
茨
城

が
最
も
広
く
３
１
０
０
ha
だ

っ
た
。
出
荷
量
は
２
３
５
０

ha
、
出
荷
額
は
32
億
９
０
０

０
万
円
。
次
い
で
広
い
の
が

鳥
取
。
作
付
面
積
８
４
３

ha
、
出
荷
量
４
７
６
ha
、
出

荷
額
17
億
１
４
２
１
万
円
。

鹿
児
島
は
作
付
面
積
３
３
２

ha
、
出
荷
量
２
６
２
ha
、
出

荷
額
３
億
７
８
４
８
万
円
な

ど
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
種

類
別
で
は
、
日
本
芝
が
作
付

面
積
４
２
１
４
ha
、
出
荷
量

３
０
７
３
ha
、
出
荷
額
52
億

２
８
３
万
円
。
西
洋
芝
は
作

付
面
積
３
２
６
ha
、
出
荷
量

２
７
３
ha
、
出
荷
額
11
億
５

０
６
０
万
円
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。

地
被
植
物
類
は
作
付
面
積

が
同
１
ha
（
１
％
）
増
の

77
ha
、
出
荷
量
は
同
６
ha

（
18
％
）
増
の
40
ha
、
出
荷

額
は
同
４
億
円
（
17
％
）
減

の
21
億
円
と
な
っ
た
。

農
研
機
構
は
10
月
７
日
、

福
岡
市
の
電
気
ビ
ル
み
ら
い

ホ
ー
ル
及
び
オ
ン
ラ
ン
で

「
第
４
回
九
州
沖
縄
経
済
圏

ス
マ
ー
ト
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン

事
業
化
戦
略
会
議
」
を
開
催

す
る
。

２
０
１
９
年
７
月
に
同
会

議
が
発
足
後
、
各
研
究
課
題

に
つ
い
て
、
共

同
研
究
機
関

等
と
研
究
の

進
展
を
図
る
と
と
も
に
、
九

州
沖
縄
経
済
圏
の
農
業
・
食

品
産
業
界
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を

確
認
し
、
新
た
な
研
究
課
題

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
協
議
を

重
ね
て
い
る
。
今
回
の
会
議

で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
結
果

に
つ
い
て
、
報
告
す
る
。

報
告
さ
れ
る
の
は
①
輸
送

中
の
か
ん
し
ょ
腐
敗
問
題
の

対
応
②
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

対
策
技
術
③
イ
チ
ゴ
の
輸
出

促
進
に
向
け
た
課
題
解
決
と

産
地
拡
大
④
緑
茶
新
品
種

「
せ
い
め
い
」
の
産
地
形
成

と
高
品
質
・
安
定
生
産
技
術

⑤
牛
肉
輸
出
拡
大
に
向
け
た

生
産
基
盤
強
化
技
術
開
発
―

の
５
点
。

【
詳
細
】
▽
日
時
＝
10
月
７

日
13
時
～
16
時
30
分
▽
場
所

＝
電
気
ビ
ル
み
ら
い
ホ
ー
ル

及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
▽
会
場
定

員
＝
１
２
０
人（
先
着
順
）。

締
切
は
９
月
26
日
17
時
で

定
員
に
な
り
次
第
締
切
。
申

込
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

ク
ボ
タ（
北
尾
裕
一
社
長
）

は
、
創
業
１
３
０
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
研
究

奨
励
な
ら
び
に
産
学
連
携
を

成
さ
れ
た
部
品
・
部
材
。ク
ボ

タ
製
品
で
は
、
エ
チ
レ
ン
製

造
用
の
分
解
炉
で
使
用
さ
れ

る「
ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
コ
イ
ル
」

な
ど
。
も
の
づ
く
り
の
原
点

と
も
言
え
る
素
材
、
特
に
金

属
を
ベ
ー
ス
と
し
た
産
業
の

更
な
る
発
展
に
は
、
金
属
材

料
の
研
究
に
携
わ
る
若
手
研

究
者
の
活
躍
が
欠
か
せ
な
い

と
の
想
い
か
ら
、
創
業
１
３

０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
２
０
２
０
年
に
同
制
度

を
創
設
し
た
。
同
制
度
は
、

選
定
さ
れ
た
各
研
究
テ
ー
マ

の
１
年
単
位
の
研
究
に
対
し

て
助
成
を
行
う
も
の
で
今
年

が
最
後
の
募
集
。

【
応
募
資
格
】
金
属
材
料
の

各
種
研
究
に
携
わ
る
大
学
及

び
研
究
機
関
の
准
教
授
、
講

師
、
助
教
、
研
究
者
等
。

【
募
集
概
要
】
▽
募
集
テ
ー

マ
＝
「
金
属
材
料
（
金
属
基

複
合
材
料
含
む
）」
に
関
連

す
る
研
究
テ
ー
マ
▽
募
集
期

間
＝
本
年
９
月
１
日
～
10
月

28
日
▽
研
究
期
間
＝
本
年
12

月
～
２
０
２
３
年
11
月
▽
成

果
報
告
書
提
出
＝
２
０
２
３

年
11
月
▽
研
究
奨
励
金
＝
１

０
０
万
円
／
人
。

応
募
規
定
の
詳
細
は
、
下

記
Ｕ
Ｒ
Ｌ
参
照
。https://

www.kubota.co.jp/produ

ct/materials/index.html

【
審
査
方
法
】
社
外
有
識
者

に
よ
る
選
考
委
員
会
で
審
査
。

【
個
人
情
報
の
取
扱
い
】
応

募
書
類
か
ら
得
た
情
報
は
、

審
査
及
び
事
務
局
内
資
料
作

成
・
応
募
者
本
人
へ
の
連
絡

の
み
に
使
用
。
本
人
の
同
意

な
く
、
採
択
後
の
情
報
公
開

目
的
以
外
に
公
表
し
な
い
。

給
餌
ロ
ボ
ッ
ト
に
注
目

コ
ー
ン
ズ
・

エ
ー
ジ
ー

岩
手
全
国
展
で
紹
介

給餌ロボット「レリーベクター」

レリーベクターによる自動給餌

コ
ー
ン
ズ
・
エ
ー
ジ
―
＝

南
部
谷
秀
人
社
長
、
北
海
道

恵
庭
市
北
柏
木
町
＝
は
、
先

ご
ろ
開
催
さ
れ
た
岩
手
県
全

国
農
業
機
械
実
演
展
示
会

で
、
各
種
農
業
機
械
と
共
に

給
餌
ロ
ボ
ッ
ト
『
レ
リ
ー
べ

ク
タ
ー
』
を
展
示
し
注
目
さ

れ
た
。

レ
リ
ー
べ
ク
タ
ー
は
一
定

時
間
ご
と
に
給
餌
通
路
を
餌

寄
せ
し
走
行
し
な
が
ら
、
残

飼
量
を
チ
ェ
ッ
ク
。
残
飼
が

少
な
い
場
合
は
、
飼
料
倉
庫

に
移
動
し
倉
庫
内
の
飼
料
積

込
み
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
牛

群
ご
と
に
設
計
さ
れ
た
サ
イ

レ
ー
ジ
や
配
合
飼
料
を
補
給

し
て
ミ
キ
シ
ン
グ
。
牛
舎
に

戻
り
餌
を
給
餌
す
る
と
い
う

一
連
の
流
れ

を
す
べ
て
自

動
で
行
う
。

【
レ
リ
ー
ベ

ク
タ
ー
の
機

能
・
特
長
】

▽
安
全
性
＝

セ
ー
フ
テ
ィ

ー
セ
ン
サ
ー

に
よ
り
障
害

物
と
の
接
触

を
感
知
し
停

止
▽
正
確
な

走
行
ル
ー
ト
＝
超
音
波
セ
ン

サ
ー
と
ジ
ャ
イ
ロ
セ
ン
サ
ー

の
組
み
合
わ
せ
で
壁
や
フ
ィ

ー
ド
フ
ェ
ン
ス
と
の
距
離
を

読
み
取
り
な
が
ら
走
行
。
左

右
両
方
の
読
み
取
り
が
で

き
、
直
進
・
後
進
・
回
転
・

待
機
が
可
能
▽
段
差
は
１
㎝

ま
で
、
勾
配
は
５
％
未
満
ま

で
走
行
＝
障
害
物
を
ス
ム
ー

ズ
に
乗
り
越
え
る
た
め
、
ス

カ
ー
ト
を
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
す

る
機
能
を
装
備
、
許
容
内
で

あ
れ
ば
段
差
や
勾
配
の
走
行

が
可
能
▽
フ
ィ

ー
ド
セ
ン
サ
ー

＝
残
餌
量
を
ス

キ
ャ
ン
し
、
設

定
さ
れ
た
レ
ベ

ル
以
下
に
な
る

と
給
餌
を
開
始

す
る
。
ス
キ
ャ

ン
の
間
隔
は
設

定
で
変
更
可
能
。

▽
ミ
キ
シ
ン

グ
ホ
ッ
パ
ー
＝

頑
強
に
設
計
さ

れ
た
ホ
ッ
パ
ー
内
に
は
ナ
イ

フ
を
装
備
、
飼
料
タ
イ
プ
に

合
わ
せ
オ
ー
ガ
ー
形
状
及
び

ナ
イ
フ
の
数
量
等
が
選
択
で

き
る
。
カ
ウ
ン
タ
ー
ナ
イ
フ

も
標
準
装
備
さ
れ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
よ
り
出
入
り
の
タ
イ
ミ

ン
グ
を
自
由
に
変
更
で
き

る
。
ま
た
長
物
の
飼
料
に
対

し
て
も
素
早
い
切
断
と
適
切

な
ミ
キ
シ
ン
グ
を
実
現
。
粗

飼
料
の
対
流
を
促
す
牧
草
に

適
し
た
理
想
的
な
形
状
。
ま

た
紡
錘
状
に
設
計
さ
れ
た
ホ

ッ
パ
ー
と
リ
ン
グ
に
よ
り
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
を
防
止
。
排

出
口
に
設
置
さ
れ
た
マ
グ
ネ

ッ
ト
が
Ｔ
Ｍ
Ｒ
に
混
入
し
た

金
属
片
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
。

米
・
食
味
鑑
定
士
協
会（
鈴

木
秀
之
会
長
）、「
米
・
食
味

鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
」
小
諸
市

大
会
実
行
委
員
会
は
12
月
２

・
３
日
、
長
野
県
小
諸
市
の

小
諸
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
第

24
回
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ

ン
ク
ー
ル
国
際
大
会
in
小
諸

を
開
催
す
る
。

な
お
、
現
時
点
で
は
大
会

は
有
観
客
で
の
開
催
を
予
定

し
て
い
る
。

米
の
出
品
期
間
は
第
１
期

が
10
月
１
日
か
ら
26
日
ま

で
、
第
２
期
が
10
月
27
日
か

ら
11
月
４
日
ま
で
、
出
品
期

間
に
よ
り
料
金
が
変
わ
り
、

一
般
の
場
合
、
１
検
体
当
た

り
１
期
は
４
０
０
０
円
、
２

期
で
は
４
５
０
０
円
と
な
る
。

２４
回
食
味
コ
ン
ク
ー
ル

12
月
２
・
３
日
に
小
諸
市
で

北尾社長

目
的
に
、
大
学
や
研
究
機
関

の
若
手
研
究
者
を
対
象
と
し

た
研
究
奨
励
制
度
を
３
年
間

に
わ
た
り
実
施
す
る
計
画
で

２
０
２
０
年
に
創
設
し
た
。

最
終
年
と
な
る
本
年
も
「
金

属
材
料
」
に
関
す
る
夢
の
あ

る
研
究
テ
ー
マ
を
広
く
募
集

し
、
応
募
者
の
中
か
ら
選
考

の
上
、
３
名
に
研
究
奨
励
金

を
助
成
す
る
。

【
創
設
の
背
景
】
ク
ボ
タ
は
、

創
業
者
久
保
田
権
四
郎
が
１

８
９
０
年
に
鋳
物
メ
ー
カ
ー

と
し
て
創
業
。
以
来「
鋳
物
」

を
ル
ー
ツ
と
し
た
多
種
多
様

な
素
材
を
開
発
し
、
様
々
な

素
形
材
製
品
を
世
に
送
り
出

し
て
き
た
。
素
形
材
と
は
、

素
材
に
熱
や
力
を
加
え
て
形

130
周
年
記
念
事
業
で
募
集

金
属
材
料
で
夢
あ
る
テ
ー
マ
を

クボタ

研
究
の
動
向
を
報
告

０
月

７
日

九
州
Ｓ
Ｆ
Ｃ
戦
略
会
議

10
月

７
日
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